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③花のSDGs〜ウェルブルーミング〜
花店と花流通の環境アクション活動



⽣物多様性 ⽔ 気候

⽣物圏/⾃然資本の健全性が⼈間社会・経済活動の持続可能性の⼟台に

持続可能な開発⽬標
（Sustainable Development Goals）

◆はじめに
SDGsの概念図 「ウェディングケーキモデル」

③ 花店と花流通の環境アクション活動

• 気温の上昇は、野菜の⽣育を早め、収穫時期を前進させる。

花きの場合、開花の前進・遅延や⽣育
不良・障害を⽣じさせ、出荷時期の変
化や収量・品質の低下をもたらす。

• 全国的に気候変動の影響が現れていることは明らかである。
• 露地野菜では、多種の品⽬で収穫期が早まる傾向があり、⽣育障害
の発⽣頻度の増加等もみられる。
Ø葉菜類︓⽣育不良や⽣理障害等
Ø果菜類︓着果不良、⽣育不良等
Ø根菜類︓⽣育不良や発芽不良等

• 施設⽣産では、冬季の気温上昇により燃料消費が減少するとの報告があ
る。

• 花きでは、⾼温による開花の前進・遅延や⽣育
不良が報告されている。

• 気温の上昇、降⽔パターンの変化は、野菜の⽣育障害、品質の低
下、収量の減少等をもたらす。

• 冬季の気温の上昇は、施設⽣産における燃料消費の減少が期待
できる。夏季の⾼温は⽣産抑制、品質低下をもたらす。

• ⼤気中の⼆酸化炭素（CO2）濃度の増加は、施肥効果として野
菜の⽣育に影響を及ぼすことが想定される。

• 葉根菜類は、⽣育期間が⽐較的短いため、栽培時期をずらすこ
とで栽培そのものは継続可能な場合が多いと想定される。

• キャベツ、レタス等の葉菜類では、気温上昇による⽣育の早期化
や栽培成⽴地域の北上、CO2濃度の上昇による重さの増加が
予測
されている。

• 果菜類（トマト、パプリカ）では気温上昇による果実の⼤きさや
収量への影響が懸念される。

気候変動による影響の要因

現在の状況 将来予測される影響

気候変動による農産物アラート
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プラスチック問題は地球の3重危機に直結

汚染

⽣物多様
性損失

気
候
変
動

プラスチックのライフサイクル
輸送・貿易
地球の3重危機へのインパクト

プラス
チック

（続き）◆はじめに

③ 花店と花流通の環境アクション活動

2022年11⽉、欧州委員会は、EU域内の包装全般の廃棄物の削減等を⽬的に、包装・包装
廃棄物規則案（PPWR: Packaging and Packaging Waste Regulation）を提案。
2024年3⽉、欧州委員会、EU理事会及び欧州議会は、トリローグで本規則案に暫定合意。
2024年4⽉の欧州議会本会議で暫定合意案を可決。今後、EU理事会で採択予定。

EUの最新情報︓PPWRを施⾏へ（インパック様に教えていただきました）

☑⾷品に限らず全ての包装及び包装廃棄物が対象

☑包装廃棄物削減に向け、以下の取組を強⼒に推進
①廃棄削減（prevention/avoiding waste）
②再利⽤（reuse）
③リサイクル（recylcing）

☑輸⼊品を含め、多くの規制が2030年より適⽤
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⽇本は…
2024/9/2（⽉）⽇本経済新聞朝刊

花エコラッピング
研究会メンバー
で東京都ごみ
最終処理場
⾒学会

50年前のプラごみ

（続き）◆はじめに

③ 花店と花流通の環境アクション活動

サーキュラー・エコノミー(循環型経済）への移⾏へ︕
「⼤量⽣産・⼤量消費・⼤量廃棄」を基本とする従来の⼀⽅向型の「線形経済」に代わり、
製品と資源の価値を可能な限り⻑く保全・維持し、廃棄物の発⽣を最⼩化した循環型で持続可能な経済活動。

出典︓環境省HP

環境省
容器包装・プラスチック資源循環室 
井上室⻑よりメッセージ

花業界、昭和の様相、取り組みは周回遅れ。
企業の環境施策、国の⽅針で猶予はあと5年︕
実際のビジネス、取引に影響が出るようになる
環境アクション

＝企業価値・ブランド価値に直結︕
環境省応援するので相談して︕︕

and 環境配慮設計がマストに︕
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well-blooming project は、
今も未来も、⾃然も⼈も
ウェルビーイングでサステイナブルに咲きつづけることを⽬指して、
花業界の皆で取り組むプロジェクト名です。

昨今、世界中で時代のキーワードとされる「Well-being」
（ウェルビーイング＝⼼⾝が健康で社会的にも満たされた幸福な状態）と
「blooming」（ブルーミング＝花が咲く、咲き誇る）を掛け合わせた⾔葉。

⾃然の恵みを享受している花業界だからこそ
環境問題にもまっすぐ向き合いながら、
持続可能、かつ⼈々の幸せに貢献する存在であり続けたい……︕
と願いをこめて、命名されました。

well-blooming project のネーミングに込めた想い

◆well-blooming project キックオフ

③ 花店と花流通の環境アクション活動

＃ビタミンFを語り
消費拡⼤したいなら
業界の環境対策は必須

活動は両輪

花業界全体の
アクションの「プラットフォーム」に

well-blooming project の意義
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ニュースリリース第⼀弾配信（4/23）

PRTIMES︓ https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000025.000054763.html

（続き）well-blooming project キックオフ

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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国需協公式サイトに wbp 新規コーナー公開（5/29）
URL︓https://homeuse-hana.jp/wellblooming/

専⽤パスワード︓wbp2024

（続き）well-blooming project キックオフ

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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エントリー状況

3⽉末現在、約400花店を含む110企業・団体が参画︕

花店（⼤⼿チェーン）︓ 8社
花店（専⾨店）︓ 55社
資材メーカー・卸︓ 11社
市場︓ 10社
仲卸︓ 5社
⽣産者︓ 7社
輸出⼊商社・加⼯流通・
種苗会社・その他（NFD他）︓14社
オフィシャルパートナー︓ MPSジャパン（株）

4/25 
6⽉環境⽉間に向けて
Zoom説明会開催

（続き）well-blooming project キックオフ

③ 花店と花流通の環境アクション活動

初年度
ほとんどの花店の⽬標はココ︕

エントリーに際し、各社様には「環境アクション宣⾔」をしていただく

エントリー時の「環境アクション宣⾔」
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各花店・各企業による環境アクション宣⾔ 2025/6/30現在

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）各花店・各企業による環境アクション宣⾔ ⾊付きセル
2025/1以降の

エントリー
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（続き）各花店・各企業による環境アクション宣⾔

③ 花店と花流通の環境アクション活動
⾊付きセル

2025/1以降の
エントリー
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）各花店・各企業による環境アクション宣⾔
⾊付きセル

2025/1以降の
エントリー
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↑花店の店頭  ↑市場の⼊⼝

well-blooming project 参加表明ステッカー

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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（⼀社）花の国⽇本協議会
国産花き需要拡⼤推進協議会

2024年3⽉アウトプット＝ 花店の環境アクション 2024
（5項⽬・ハードル低く・すぐに楽しく始められる）

産官学連携R6年度事業
フローラルフォーム
⼤⾰新PJ

鉢物トレー
プラ資源
サーキュラーPJ

産地由来包材
プラ資源
サーキュラーPJ

＜R6年度農⽔省助成事業内＞花の効果効⽤と花業界の環境アクション

第1フェーズ

花エコラッピング
研究会プラ削減PJ

フラワーサミット
2024/8/22

◆3つの脱プラ減プラ分科会活動（2023年準備・2024年〜本格稼働）

脱プラ減プラ分科会

❷❸❹

業界向け啓発冊⼦
啓発冊⼦・花エコ資材カタログ／雑誌『フローリスト』連載 2024年6⽉号〜2025年4⽉号

農林⽔産省だけでなく、
環境省デコ活、経産省サーキュラー
エコノミープラットフォームなど
公的機関との連携やFSI認証への道筋

❶

ごみ廃棄・回収問題、流通課題が複雑に絡み合い難易度⾼し！

先⾏して、花店・資材
メーカー各社と連携し
具体的な取り組み開始
6⽉ 環境⽉間
9⽉〜 各社様社員研修など
10⽉ 店頭キャンペーン
2⽉ OPP→セロハン、

ハーフスリーブ実証実験
3⽉〜 店頭POP再投⼊

Step1. 廃棄プラスチック量の実態把握（花市場ご協⼒）
Step2. 関連資材業社リサイクル業社視察でパートナー探し
Step3. ⽔平リサイクルの実証（各エリアでチーム準備）

鉢トレーPJは、2027国際園芸博とも連携

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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分科会❶
花エコラッピング研究会
プラスチック削減PJ

③ 花店と花流通の環境アクション活動

限りある地球の資源を守るため、
物の作り⽅・売り⽅（買い⽅）・使い⽅を変⾰、
持続可能な⽣産と消費のバランスを形成する

製造・消費それぞれの段階で発⽣する
廃棄物の発⽣抑制の徹底、再利⽤・再⽣利⽤の促進.     
により、持続可能な⽣産消費形態を確保

SDGs⽬標12 「つくる責任、つかう責任」
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消費者の⼿元でプラごみに

ラッピング資材（セロハンなど）

袋、リボン、ピック
フローラルフォーム
プラ鉢、花器
アクリルケース などなど

花店からお客様の⼿に渡るプラ製品や、花店のごみの様⼦

③ 花店と花流通の環境アクション活動

「3R+Renewable」 環境アクションの優先順位

!
"
順
番
%
︕
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◆6⽉環境⽉間 「well-blooming project」 推進︕ 

PRTIMES︓https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000054763.html

③ 花店と花流通の環境アクション活動

ニュースリリース第⼆弾配信（5/30）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）ニュースリリース第⼆弾配信（5/30）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）ニュースリリース第⼆弾配信（5/30）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）ニュースリリース第⼆弾配信（5/30）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）ニュースリリース第⼆弾配信（5/30）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）

10⽉ well-blooming 10days challengeの成果も追加ご報告
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）

10⽉ well-blooming 10days challengeの成果も追加ご報告
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆花店・企業からの中間報告（2024年6⽉〜7⽉頃）
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PRTIMES︓https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000027.000054763.html

◆10days challenge 「減らそう 使い捨てラッピング」 

③ 花店と花流通の環境アクション活動

ニュースリリース第三弾配信（9/25）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）ニュースリリース第三弾配信（9/25）
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（ご参照）コラボ企業からもニュースリリース

©国産花き需要拡⼤推進協議会 127



↓化学⼯業⽇報（10/1）
記事化

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（ご参照）コラボ企業からもニュースリリース
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本キャンペーンを、お客様に環境アクションを「伝える」きっかけに︕
全国約380店の参画花店向け【実施マニュアル】

（続き）◆10days challenge 「減らそう 使い捨てラッピング」 

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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（続き）◆10days challenge 「減らそう 使い捨てラッピング」 

③ 花店と花流通の環境アクション活動

キャンペーンツール（全国約380店で展開）

well-blooming project 10days challenge
「減らそう 使い捨てラッピング」 キャンペーン
←↓店頭POP＆お客様配布⽤ミニパンフ
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店頭展開、アプリ・各店SNSで活動紹介

←↓リベルテ店頭

⻄濃フラワーSNS↓ 平⽥花園SNS↓

（続き）◆10days challenge 「減らそう 使い捨てラッピング」 

③ 花店と花流通の環境アクション活動

↑⽇⽐⾕花壇店頭

↓⻘⼭フラワーマーケットアプリ
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環境について特化したお客様店頭アンケート、初実施

実施期間︓ 2024/10/1（⽕）-10/10（⽊）の10⽇間
実施場所︓ 全国約380店の花店店頭
実施⽅法︓ 店頭にてお客様にお声がけいただき

POPのQRコードよりご回答いただく

総回答数︓ 493名
＊回答者の割合は、⾸都圏4割、その他道府県が6割

⾸都圏のお客様の声だけではない点もポイント
環境意識は必ずしも 都市部＞地⽅ ではない

＊回答者の7割が⽉1回以上花を購⼊しているヘビーユーザー

＊フリーアンサーの設問への回答率が驚異の7割越え︕
花店の環境アクションに期待、応援する声が予想以上に多かった

（続き）◆10days challenge 「減らそう 使い捨てラッピング」 

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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Q. 今後、花を購⼊する際に、
環境への取り組みがある花屋さんを利⽤したいですか︖

1:すごくそうした
い, 41.0%

2:どちらかといえ
ば、そうしたい, 

49.5%

3:どちらでもない, 
8.1%

4:どちらかといえば、そう
でもない, 0.6%

5:とくにそうでも
ない, 0.8%

回答 ⼈数 割合

1:すごくそうしたい 202 41.0%

2:どちらかといえば、そうしたい 244 49.5%

3:どちらでもない 40 8.1%

4:どちらかといえば、そうでもない 3 0.6%

5:とくにそうでもない 4 0.8%

「すごくそうしたい」
「どちらかといえばそうしたい」

が、全体の9割

ヘビーユーザー（主にホームユース）のお客様が
花店の環境アクションを⽀持くださっている、と捉えてよいのでは︕

（続き）◆10days challenge 「減らそう 使い捨てラッピング」 

③ 花店と花流通の環境アクション活動

※留意点︓回答者の7割が⽉1回以上花を購⼊しているヘビーユーザー
なので、全てのお客様の9割ではない点に要注意、
花のある暮らしを実践している、花を愛するお客様の声、と
捉えるべし︕
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今回のキャンペーン＆アンケートでわかった重要なこと

花のある暮らし実践者＝花の売り上げを⽀えている
花ヘビーユーザーの声である、という点が⾮常に重要︕
今まで花店の環境施策について聞いていなかったからわからなかった、顧客側の意識の⾼さ︕

●花も⾃然の⼀部＝環境あっての花
→ 環境アクションにぜひ取り組んでほしい、という応援の声多数

●⾃然環境に配慮した花店・企業への共感、信頼感
→ 選ばれる花店へ…︕

（続き）◆10days challenge 「減らそう 使い捨てラッピング」 

③ 花店と花流通の環境アクション活動

超重要︓環境配慮の店を⽀持する
お客様の⽣の声（ほんの⼀例）

＊環境への配慮を⾏なっているお店だと好印象を持つ。

＊⾃然の⼀部である植物に関⼼があるからこそ、環境への取り組みをぜひしてほしい

＊花を楽しめる環境が続いてほしいから

＊花という⾃然のものを好きなら、⾃然を⼤切にする⾏動として環境について
配慮したいと思うから。

＊⾃然や地球の環境に対して、関⼼を持ち取り組む企業から買いたいから。

＊環境に配慮しているお店は信頼感を感じる。
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

【ご参照】 全国の花店様店頭でお客様にご協⼒いただきましたアンケート（493名）の⽅の多くが、フリーアンサー
（⾃由回答）欄にコメント記⼊。驚くほど集まったコメント⽂を「AI」に要約してもらった
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◆well-blooming project セミナー登壇・勉強会

●⼩売企業研修
（2024/9/10）⻘⼭フラワーマーケットマネージャー会議

（2024/10/24）リベルテ社内研修会（内容︓wbp、花のABCワークショップ）

●プラスチック業界との交流
⼤阪万博プレイベント〜OBPNセミナー

OBPN=
⼤阪バイオプラスチックビジネス推進ネットワーク

⼩川登壇︓「花業界も環境アクション始動︕
well-blooming project」

宇⼭先⽣のお陰で
こちらで出会った

企業・団体・⾏政と
現在連携中

OBPN会員他
100名以上がご参加

③ 花店と花流通の環境アクション活動

対象︓
次期店⻑クラスメンバー

グループワークで活動キャッチコピーや
WS集客⽅法などグループワーク
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日 時 ︓ 2025年1月15日（水）14︓00-16︓30
(17︓00-19︓00賀詞交歓会)

場 所 ︓ ビジョンセンター市ヶ谷 204号室 （東京都千代田区九段南4-8-21 ）
参加費 ︓ 5,000円 （賀詞交歓会参加者は別途 6,000円）
定 員 ︓ 50名（定員になり次第締切）
主 催 ︓ 一般社団法人日本フローラルマーケティング協会

JFMA 新春セミナー・賀詞交換会
「花き業界のSDGｓの取り組み」

〜サステナブルな花き⽣産とは〜
〜well-blooming:花き業界の環境アクション活৿〜

■13︓30-14 :00 受 付 （セミナー開始5分前までにご着席願います）

■14︓00-14: 05   開会の辞

■14︓05-14︓10 開会挨拶 JFMA会⻑/法政大学名誉教授 小川 孔輔

■14︓10-14︓40 講演 「サステナブルな花き⽣産とは︖」 ~世界の৿向、日本では︖〜

MPSジャパン MPS認証コーディネーター 彦田 岳士
■14︓40-14︓50 休憩

■14︓50-16︓25  パネルディスカッション 「花き業界の環境アクション活৿」

コーディネーター JFMA会⻑/法政大学名誉教授 小川 孔輔
パネラー ジャパンフラワードリーム 代表取締役COO 藤目 健太

東日本板橋花き 代表取締役 樋口 博紀
日比谷花壇 執⾏役員 統括部⻑ 藤井 毅
花の国日本協議会 プロモーション推進室室⻑

小川 典子■16︓25-16︓30 閉会挨拶

■17︓00-19︓00 賀詞交歓会 @ブルーラウンジ市ヶ谷

2024年の花き業界を振り返ると、気象、円安、物流など様々な問題に影響を受けた年でした。そして、他業界からは遅れ
ばせながら、「SDGｓ」「環境アクション」という⾔葉が話題にのぼるようになった年でもありました。目新しさの追究よりも、
今あることをどう持続させるか︖今やっていることをどう現状に合わせて進化させるのか︖それこそがよりよい未来への鍵にな
ると気づき、৿き始めました。今回は、⽣産、流通、小売のそれぞれのみなさん、そして環境アクションの仕掛人に登壇いただ
き、現状の取り組み、今後に可能性についてディスカッションをします。

（敬称略）

一般社団法人 日本フローラルマーケティング協会

〒102-0081 東京都千代田区四番町4-9
東越伯鷹ビル5F

TEL 03-3238-2700
FAX 03-3238-2701
MAIL info@jfma.net http://www.jfma.net

賀詞交換会の案内

開催日時︓1月15日（水）17:00〜19:00
開催場所︓ブルーラウンジ 市ヶ谷

（東京都千代田区九段北4-3-6 1F）
電話番号 03-6272-3227
参加費︓ 6,000 円

お問合せ

ハンナ会加盟の
資材メーカー様18社
約40名がご参加

JFMA会員様の
32名がご参加

東北農政局主催イベントにて初めて
⼀般消費者向きにwbpの取り組み紹介
約40名がご参加

©国産花き需要拡⼤推進協議会

（続き）◆well-blooming project セミナー登壇・勉強会

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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●業界団体主催
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静岡⽀部の
約25名がご参加

※⽀部役員・静岡県 「花とみどりのキタザワ」取締役 渡辺浩⼦さんの発案で実現

©国産花き需要拡⼤推進協議会

●JFTD花キューピット57静岡⽀部 講習会（1/21） 

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆well-blooming project セミナー登壇・勉強会
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◆第3回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （11/6）
参加者リスト
リアル参加︓18名 Zoom参加︓ 15名
※参加者全員に当⽇資料とZoom録画を配布

©国産花き需要拡⼤推進協議会

③ 花店と花流通の環境アクション活動



【第2部】 ⽇常的に店頭で環境アクションを伝える
「接客トーク」について各グループ発表
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【第1部】 セミナー（ハイブリッド）
レクチャー＆質疑応答

①最新の環境動向（カムフル関根⽒）
〜環境配慮型設計・グリーンウオッシュ〜 先進事例なども交え、次のステップ＆紙について

②プラスチック最前線のお話（⼤阪⼤学宇⼭教授） 
※参加者の皆さまには事前に動画を⾒てきてもらう
〜バイオプラ、再⽣プラ、⽣分解（海洋・⼟壌）などバージンプラ代替資材・器なども〜

（続き）◆第3回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （11/6）

③ 花店と花流通の環境アクション活動



【第2部】 各社様の環境配慮資材ご紹介＆ディスカッション

資材メーカー様より各社様の新商品やイチ押し商品をご紹介＆ディスカッションで⼤いに盛り上がり︕
花店様からも現在⼯夫していることや資材メーカー様への要望をお伝えいただけた。
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（続き）◆第3回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （11/6）

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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参加者リスト
リアル参加︓ 26名 Zoom参加︓17名
※参加者全員に当⽇資料とZoom録画を配布

©国産花き需要拡⼤推進協議会

◆第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （2/25）

③ 花店と花流通の環境アクション活動



※於:第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ

花斉のラッピングフィルムに使う
OPPフィルムとセロハンについて
ョ
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会社概要
■商 号
■創 業
■設 立
■ 資本金
■ 売上高
■従業員
■代表者
■ 事業所

フタムラ化学株式会社   ■ 事業内容 プラスチツクフィルム
昭和22年 4月 1日              セロハン  (PP,LL,PET)
昭和25年10月 25日           不織布
5億円                   フアイブラスケーシング
880億円(単体)、 1070億円(連結)    活性炭
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長江泰雄
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FUTAMURA CHEMICAL COゥLTD

①⽇本バイオプラスチック協会・⼭⽥事務局⻑ 「バイオプラスチックについて」
②フタムラ化学・花市様 「OPPフィルムとセロハンについて」
③元気ネット・⻤沢理事⻑ 「わかりにくい紙のリサイクル」
④⼤阪⼤学・宇⼭教授 「プラスチック資源循環に向けて」※ビデオレター

【第1部】 セミナー（ハイブリッド）
レクチャー＆質疑応答

バイオプラスチックと
日本バイオプラスチック協会のご紹介

1

日本バイオプラスチック協会
事務局長 山田 秀夫

2025年2月25日
＠日本バイオプラスチック協会 会議室

第４回花エコラッピング研究会共創ワークショップ

1

理事長・環境カウンセラー 鬼沢良子

わかりにくい紙のリサイクル
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会場︓
⽇本バイオプラスチック協会様会議室

（続き）◆第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （2/25）

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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（続き）◆第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （2/25）

③ 花店と花流通の環境アクション活動



【第2部】 環境にまつわる最新情報の共有
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（続き）◆第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （2/25）

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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【第2部】 グループディスカッション

（続き）◆第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （2/25）

③ 花店と花流通の環境アクション活動



花エコラッピング研究会共創ワークショップで議論、
参加花店の声を反映した新しい店頭ツール開発

well-blooming project 公式サイト︓会員⽤ダウンロードツール追加
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（続き）◆第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （2/25）

③ 花店と花流通の環境アクション活動



↓新POP4パターン／A3・A4タテ半分サイズ（PDF・jpgで提供）

well-blooming project 公式サイト︓会員⽤ダウンロードツール追加
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（続き）◆第4回花エコラッピング研究会共創ワークショップ （2/25）

③ 花店と花流通の環境アクション活動

※掲載ページURL（会員限定）
https://homeuse-hana.jp/wellblooming_pw/

花エコラッピング研究会共創ワークショップで議論、
参加花店の声を反映した新しい店頭ツール開発（続き）

https://homeuse-hana.jp/wellblooming_pw/
https://homeuse-hana.jp/wellblooming_pw/
https://homeuse-hana.jp/wellblooming_pw/
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Reduse 花店の使い捨てプラ削減取り組み事例

事例︓花やの六さん、ギフトブーケに
カードを添付してご理解いただく⼯夫

雑誌『フローリスト』連載記事より

©国産花き需要拡⼤推進協議会

③ 花店と花流通の環境アクション活動

◆ラッピングにまつわる「使い捨てプラスチック」課題の進捗
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12⽉、店頭で新しい紙製パッケージ発⾒︕︕

Renewable 「紙化」の取り組み事例

雑誌『フローリスト』連載記事より

2020年

©国産花き需要拡⼤推進協議会

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆ラッピングにまつわる「使い捨てプラスチック」課題の進捗



Renewable 「紙化」の取り組み事例

＜⼤⼿町店＞
フローラルフォーム使⽤の
作り置きアレンジ商品を撤廃
→紙製パッケージの新商品へ

外資の取引先からの
要望がきっかけ

今後は⽇本企業からも
このような要望

増える状況に備えよう︕
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆ラッピングにまつわる「使い捨てプラスチック」課題の進捗

雑誌『フローリスト』連載記事より



①OPPフィルム（プラ）の使⽤を減らす（＝多くの花店の当⾯の⽬標）
※リユースもリサイクルにも不向きなアイテム

＜花店＞
→ほぼ使⽤しなくなった（ホームユース）
→徐々に減らせている（ギフト）

→どうしても必要な場⾯でどうする︖

②Next Step 紙化の推進（バイオプラ・再⽣プラ）

→ほぼ紙化が実現している（⼤⼿チェーン）
→試⾏錯誤しながらチャレンジしはじめている（⼩売店）

→「紙のようで紙ではない」合成紙など、花店も消費者も迷う素材

＜量販店＞（年間5億枚）
→セルフ売場のスリーブ

すぐには代替案ナシ、どうする︖

Refuse
減らす

半減する
RefuseRenewable

代替する

Renewable
代替する

学びながら啓発
お客様に伝えていく

素材変更
Renewable

ハーフスリーブ
モニター花店評価中

OPP→セロハン
モニター花店評価中
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆ラッピングにまつわる「使い捨てプラスチック」課題の進捗

◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画
【ご協⼒店】
●企画A︓
北海道 フルーロン花佳 様
⻘森県 Y's Style 様
東京都 Flower Shop 楓 様
神奈川県 フローリストせきど 様
千葉県 花武 様
静岡県 花と緑のキタザワ 様
愛知県 フローリストみき 様
三重県 花やの六さん 様
三重県 平⽥花園 様
⼤阪府 サトウ花店 様
広島県 はな平 様
広島県 新宅⽣花店 様
広島県 フラワーショップ華や 様
福岡県 フローラルポート 様
●企画B︓年間5億枚使⽤
⻑野県 ヌボー⽣花店 様
⼤阪府 Flower Me-you 様
広島県 フラワーショップみなと 様
⿃取県 ⼩椋⽣花店 様
福岡県 花Urara 様

北九州「フローラルポート」
福⽥社⻑のブログより



三重県 「平⽥花園」 より

左2本がセロファン、右がOPP

わざと⼿でくしゃっと
左がセロファン、右がOPP

透明感の違い＝
左がセロファン、右がOPP

セロハン耐⽔性確認
＝3⽇⽬から⽔分を
含んでふやけた感じ、
4⽇⽬に外側にしみ
てきた

©国産花き需要拡⼤推進協議会 153

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画

⻘森県 「Yʼs STYLE」 より

左がセロファン、シワが⽬⽴つ
右はOPP、ハリがあってきれい

左がセロファン、右はOPP、
透明感も並べると違いわかる

セロファンのシワが
特に気になる

環境への配慮の観点から、出来ることの⼀つとしてこういった資材を取り⼊れていければと思ってい
たので、知る、使ういいきっかけとなった



15店舗中15店舗（全店舗）のご回答
アンケートフォーム12問（設問ご確認⽤）︓https://forms.gle/JgEw1C5VSDfdcve6A

事後アンケート回答

セロハン認知
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画

セロハン透明度の関する花専⾨店の許容範囲

セロハン⽤途

https://forms.gle/JgEw1C5VSDfdcve6A
https://forms.gle/JgEw1C5VSDfdcve6A
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15店舗中15店舗（全店舗）のご回答事後アンケート回答

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画

セロハン消費者の許容

セロハン防⽔性
（吸⽔性スポンジ対応）



セロハン／OPPフォルム作業性について
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15店舗中15店舗（全店舗）のご回答事後アンケート回答

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画
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15店舗中15店舗（全店舗）のご回答事後アンケート回答

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画

セロハン使⽤感



OPPフォルムの使⽤状況とそれを踏まえたセロハンの活⽤可能性について
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15店舗中15店舗（全店舗）のご回答事後アンケート回答

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画



セロハン価格について
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15店舗中15店舗（全店舗）のご回答事後アンケート回答

③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターA OPPフィルム→セロハン化計画



広島県 「フラワーショップみなと」より

弊社では、対象サイズのパック花の花の⻑さは55㎝で加⼯しています。

50㎝丈スリーブ ︓現在使⽤しているものとほぼ同サイズ
45㎝丈スリーブ ︓今回のモニター対象で使⽤★
35㎝丈スリーブ ︓花55㎝には短く、下側が広く開きすぎ

①⾒た⽬ 商品として全く問題ない
②加⼯
良い点︓ レーン作業でスリーブに⼊れやすく効率が上がる

（スリーブ下側が広いので）
蒸れが抑えられる
スリーブの在庫スペースが縮⼩できる（少々ですが）

改善点︓ 下から枝分かれしているＳＰ状の花の場合はゴムがかかりにくい（※1）
上まで脱葉する必要がある

③店頭 スリーブの下部分はバケツで隠れているので⾒た⽬は変わらない
蒸れが抑えられる
仏壇⽤などに短くすることを希望される場合に、切りやすい（スリーブが⼲渉しない）

結果、弊社では全く問題なく導⼊できます。（※1を除く／特に夏は良い）
希望としては、最も多く使⽤するサイズなので、短くなった分コストダウンを図ることができれば最良。
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

◆資材モニターB ハーフスリーブ化計画

島根県 「⼩椋⽣花店」より

※今回お送りしました3種類のスリーブ、⼀番⻑いものから「L」、「M」、「S」と表現しますので、ご回答も「L」「M」
「S」でお答えください。また、「⻑さ」は、切り取り線の下から、スリーブ本体の⻑さでお願いいたします。

◆Q1︓貴店では通常スリーブをどのような商品でご使⽤ですか︖あてはまるもの全てに○をしてください。
③④は具体的に教えてください。

（○）①スーパーなどへの納品分
（ ）②⾃店の店頭商品のうち仏花
（ ）③⾃店の店頭商品のうち仏花以外（ ）例︓榊、洋花単品
（ ）④その他（ ）

◆Q2︓スリーブを使⽤する花束の制作はどのようにされていますか︖あてはまるものに1つだけ○をしてください。
（○）①基本的に⼿で組んでいる
（ ）②基本的にタバリンのような機械を使⽤している
（ ）③商品によって⼿組みと機械を使い分けている

◆Q3︓貴店で⽇頃、最も多く使⽤しているスリーブは、「L」「M」「S」のどの⻑さのものになりますか︖あてはまる
⻑さがない場合は、実際の⻑さを教えてください。

Lサイズ相当のもの



◆Q4︓Q2でお答えいただいた⻑さのスリーブは、毎⽉何枚くらい使⽤していますか︖⽉によってばらつきがあると
思いますが、平均すると何枚くらいか教えてください。

1500枚程度

◆Q5︓貴店では⽇頃、スリーブを使⽤する花束を約何センチで制作されていますか︖
代表的な商品の花丈（⻑さ）について教えてください。
例︓仏花（○cm）、洋花単品（○cm）、マム単品（○cm）・・・など

榊やスイートピーなど元々短めの花以外は洋花、仏花全て60センチで制作。

◆Q6︓私たちは今回の実験で、今まで「L」サイズ相当の⻑さのスリーブを使⽤していた商品が、今回お送りした
「M」サイズでも問題ないかどうか、検証できればと考えました。「M」サイズのスリーブの使い勝⼿がどうだったか、
良い点悪い点含め、具体的に教えてください。（もしも、もう少し短くても⼤丈夫そうというご意⾒がありましたら、
何センチでも⼤丈夫そうか教えてください）

Mサイズ相当のものは、当店で制作している60センチのパック花に対して短く、正直使いづらかったです。葉っぱも
たくさん落とさないといけなくなり、やや⼿間が増えた感はありました。いつも、⼿作業で輪ゴム(18サイズ)を使ってま
とめているのですが、スリーブから出ている茎部分が⻑いので、まとめにくく感じました。逆に上辺が広すぎた気がする
ので上辺を短くして⻑さを⻑くしてもらえたらなぁ。と、思いました。
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターB ハーフスリーブ化計画

（続き）島根県 「⼩椋⽣花店」より

◆Q7︓今後、「M」サイズが販売されるようになったら、購⼊されるご意向はありますか︖価格⾯とあわせて教えて
ください。（例︓今までと同じ価格でも買う、価格が安くなれば検討したい・・・など）

Q6の回答の通り、当店の現在のパック花60センチに対して今回のサイズでは使いにくかったので、サイズ感やもち
ろん価格⾯についても、検討を要するかと思います。

◆Q8︓「S」サイズについては、⻑さに対して上辺も下辺も⻑すぎたことと思いますが、このままで使⽤できる場⾯
がありましたでしょうか︖（例︓鉢⽤のスリーブ、花部分の保護・・・など）試してみたけどいまいちだった
・・・といったことがありましたら、そちらも教えてください。

Sサイズについては榊や短めのお花に使いました。時節柄、ミニブーケにも使いました。こちらについては、これまで⻑
いものを短く切って使っていたので良かったですが、確かに⾔われてみると。。。上辺下辺がもう少し狭くても良いの
かも︖︖



◆Q9︓現在のスリーブの原材料はOPPフィルムというプラスチック（⽯油製品）になります。
社会的に、できるだけ使い捨てのプラスチックを減らしていこう、という⾵潮がこれからますます強まると
思われますが、「スリーブ」に関して、現在（もしくは以前でも）何か取り組んでいらっしゃることはあり
ますでしょうか︖

当店はこのプロジェクトに参加した当初から、スーパーに納品したお花が残念ながら売れ残り回収した場合、
スリーブを外して、汚れを拭き取り再利⽤しています。初めは「拭いたとはいえ再利⽤は汚い感じがするなど⾔
われないかなぁ︖」と、不安な部分もありましたが、お客様や納品先も、すんなりと受け⼊れて下さってます。
最初は⾯倒くさがっていた店主やスタッフも今では普通に再利⽤をしてくれています。 

◆Q10︓（スーパーなど量販店とお取引がある⽅へ）最近スーパーなどで、⾷品⽤のトレー回収などご家庭
で排出されるプラスチック容器の回収などが始まっています。貴店のお取引先でもそのような取り組
みはありそうでしょうか︖

⾷品⽤トレイの回収ボックスが設置されており、利⽤しているお客様が多数おられます。

◆Ｑ11︓最後に、今回のモニター企画にご参画いただきまして、お気づきの点やご意⾒・ご感想がありました
らぜひ教えてください。

当店では、⻑年当たり前のようにパック花のサイズを変更せずに60センチで制作して来ました。しかし、これから
切り花も出荷サイズが短くなっていくと予想されます。ほぼ、すべてのお客様は(特に仏花)は、半分くらいのサ
イズにまでカットして飾っておられると思います。スーパーパック花⾃体のサイズの⾒直しが必要だと感じまし
た。タイミング的に繁忙期前〜繁忙期最中の検証となり、しっかりと検証できなかったのが、残念であり申し訳
なくもありますが、もし、またこのような機会があれば、その時はお客様にもモニターとなっていただき、⼀緒に検討
して頂けたら。と、思います。
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③ 花店と花流通の環境アクション活動

（続き）◆資材モニターB ハーフスリーブ化計画

（続き）島根県 「⼩椋⽣花店」より



花専⾨誌『フローリスト』にて、well-blooming project 連載
（2024年6⽉号〜2025年4⽉号）編集担当︓⼗川雅⼦⽒

◆well-blooming project メディア露出

6⽉号 プロローグ
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③ 花店と花流通の環境アクション活動



8⽉号 紙化について

©国産花き需要拡⼤推進協議会 164

（続き）◆well-blooming project メディア露出

③ 花店と花流通の環境アクション活動



10⽉号 バイオマスプラスチックについて

©国産花き需要拡⼤推進協議会 165

（続き）◆well-blooming project メディア露出

③ 花店と花流通の環境アクション活動



12⽉号 環境配慮設計について／参加花店の取り組み進捗紹介
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（続き）◆well-blooming project メディア露出

③ 花店と花流通の環境アクション活動



2⽉号 グリーンウォッシュについて／「減らそう使い捨てラッピング」CP報告
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（続き）◆well-blooming project メディア露出

③ 花店と花流通の環境アクション活動



4⽉号 これからも「花」が選ばれ続けるために／花市場の取り組み紹介
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（続き）◆well-blooming project メディア露出

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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2025年3月18日(火)　日本農業新聞　流通経済　5ページ

2025年3⽉18⽇（⽕）
⽇本農業新聞
流通経済5ページ
https://www.agrinews.co.jp/economy/in
dex/294623
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（続き）◆well-blooming project メディア露出

③ 花店と花流通の環境アクション活動

2025年4⽉16⽇（⽔）
朝⽇新聞に連載

新聞記事＆WEB

https://www.agrinews.co.jp/economy/index/294623
https://www.agrinews.co.jp/economy/index/294623


世界的園芸専⾨誌 『Floriculture International』 4⽉号 
世界60カ国以上、12.5万⼈に読まれているAIPH（国際園芸家協会）が⺟体の国際的な花業界誌
『Floriculture International』 4⽉号（4/8発刊／WEB版のみ）にて、「サステナブルパッケージ
ング」特集にあたり、⽇本の取り組みとして well-blooming project の活動をご紹介いただく。

30ページにわたるサステナ特集
p.42-43に掲載
「花エコ資材カタログvol.1」と
花店における取り組みが紹介される

https://aiph.org/floraculture/latest-
edition/?utm_source=newsletter&utm_medium=email&utm
_campaign=fcinewmagapril25&utm_id=fcinewmagapril25
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（続き）◆well-blooming project メディア露出

③ 花店と花流通の環境アクション活動
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